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［目的］子宮肉腫 は術前に診断が っ かず、開腹時

や 病理検査で は じめて 肉腫 と判 明する場合が あ

り、 臨床上重大 な事態 を引き起 こ しうる
。

こ の た

め本研究で は、肉腫の MRI 所見 を解析 し、その特

性を明らかにするとともに、他の 子宮体部腫瘍 と

の 術前の 鑑別がどこ まで可能な の か の 検討 した。

［方法］当科で施 行 したMRI 　368例全例を検索 し

て、子宮体部 に腫瘍性病変が指摘 され 、手術 ・病

理学的確認を行い えた筋腫76例、体癌57例、境界

病変 ・低悪性度を含む肉腫8例の計141例を対象 と

した。 子宮内腔でめ発育を主体 とした腫瘍ではin−

tensityが均一
か 否か 、筋層由来め 腫瘍で は T2 像

で 、1型：low　intensity（LI＞均一、　H型 ：LIな腫瘍 内に

high　intensity（HI）な点状陰影散在、　HI型 ：LIな部分

とHIな部分が混在、　 rv型 ：大部分が HIに分けて 評

価、さ らに腫瘍内血管の 有無につ い て も検討 した。

［成績］体癌57例で は全例臚瘍がHI均一だ っ たの

に対し、内膜間質肉腫（ESS）と悪性 ミュ
ー

ラ
ー

管混

合腫瘍（MMMT 》各1例で は不均一な腫瘍構造が指摘

された 。 筋腫76例、境界 ・低悪性度 3例、平滑筋肉

腫（LMS ）3例の 画像パ ターン は各々 、 1型49％，0％，

0％，H型32％，　O％ ，
0％，　m 型8％ ，

33％ ，
100％

，
　IV型 12％ ，

67％，O％ と悪性度により異な っ たパ タ
ーン分布を示

した 。 腫瘍内血管はESS　1例 、
　 LMS 　3例の 肉腫 5例

中4例と高率に認められ、
一

方低悪性度LMS 、 体癌

を含め、他の 腫瘍で はすべ て所見陰性であ っ た 。

［結論］ESS，　MMMT で は内部構造 を認め、腫瘍内

均
一

な体癌 とは異なる所見 を呈 した 。 境界病変、

低悪性度LMS は多 くIV型を呈 し、変性筋腫との 鑑

別が 困難で あ っ たが、悪性度が高い もの は不整 な

内部構造 より鑑別可能で 、特に腫瘍内鹿管の 存在

が診断上重要であ る こ とが判明した 。

匚目的］MRI ， 特に造影剤静注直後の造影効果を描

写する dynamicMRIと 造影剤静注 5〜10分後に撮像

する T1 強調像（造影MRI ）に よる子宮筋腫 と子宮 肉腫

（広義）と の 鑑別能を明らかにする．　 ［方法］子宮体

に発生 した平滑筋肉腫 5例 ， 癌肉腫 1例 ， 中胚葉性

混合腫瘍3例 の 子宮体肉腫9 例と子宮筋腫23例26筋

腫核に対 して 0．5ない しは 1．5Tの 超電導型装置に よ

りMR 画像 を撮像 した（dynamlcMRI と造影MR エは 32

腫瘤で施行）．　［成績］dynamicMRIで早期か ら末

期まで 強 く造影され ， 造影MRI で も高信号で あっ た

腫瘤は平滑筋肉腫 3／3〔100％）と筋腫核4C15％）で あ っ

た，dynamicMR ［で 中期以降強 く造影され ， 造影

MRI で は筋層よ りも高信号で あっ た腫 瘤は癌 肉腫1

（100 ％）の み で あっ た．dynamicMRIで早期の み が筋

層 よ りも高信号で あっ た筋腫核が 2（8％）あ っ たが ，

中胚葉性混合腫瘍2（100 ％）と筋腫核20（77 ％）で は

dynamic及び造影MRI で の 造影効果は僅か で ，筋層

よ り低信号で あ っ た．造影MRI の みで筋層よ りも強

く造影 された腫瘤はなか っ た．一方 ，
T2 強調像で

は肉腫9（100 ％）で高信号域が観察されたが ， 筋腫核

で は7（27％）の み で
，

しか も5筋腫核は偽嚢胞を示 し

た，T1 強調像 で は肉腫9（100％）と筋腫2（85％）で筋

層と等信号が 主体で あっ た．

　［結論］dynamlcMRIの画像パ タ
ーン は子宮肉腫と

子宮筋腫で 混在 して い た．造影効果が大きい 腫瘤

では平滑筋肉腫・癌肉腫の確率が 高か っ た．一
方，

中胚葉性混合腫瘍で は多 くの 筋腫同様に造影効果

は乏しか っ た．T2 強調像で は全て の 肉腫が高信号

であり，
こ の 所見 を合わ せ て MR 画像 を読影す る こ

とで
， 子宮肉腫の画像診断の 可能性が示 唆された．
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